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Thepurposeofthisstudyistoexaminetheeffectofinterpersonalintentionalitytoabilityofimitationinchildren

withautismspectrumdisorder(ASD).Inexperiment,9normative-IQchildrenwithASDand17childrenwith

typicaldevelopmentwereparticipated,theirpointsofeye-gazewererecordedduringconversationalsituationand

imitationoffacialexpressionssituation.Theresultsasfollows;l)thechildrenwithASDwereappearedlesseye-
gazeforthefaceofother.2)Duringimitationsituation,theeye-gazesforthefacewereslightlyincreasedofchildren

withASD.3)ThesurprisingfeceisveryinterestingforchildrenwithASD.Indiscussion,weargtiedthatimitation
abilityisaffectedbyinterpersonalintentionalityandtheimitationabilityinASDmaychangedependingonthe
situations.
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1．問題と目的

自閉スペクトラム症(AutismSpectrumDisorder;以
下ASD)は，対人的コミュニケーション及び対人的

相互交流の障害と行動，興味及び活動の限局された反

復的な様式という2つの主症状を特徴とする神経発達

障害の一つである．特にASDの示す対人関係性の障

害は,Kanner(1943)による初期の報告から後，そ

の基本的な発症メカニズムに関する様々な仮説が提唱

されてきた．そのような中で近年Klin,Jones,Schultz

andVolkmer(2003)による「エナクテイブ・マイン

ド(EnactiveMind)」と呼ばれる仮説が注目されてい

る.Klinら(2003)は視線追跡装置を用いた一連の

実験研究などの結果から，知的発達の遅れがない

ASD者であっても他者の目部位にあまり注視をせず，

対人的な志向性そのものが低下していることがASD

の基本的な障害メカニズムに関与していることを提唱

しているさらにその後の実験的研究により.Jones

&Klin(2013)は生後6ケ月時において，後にASD

と診断される乳児は他者の顔，特に目領域へ視線を当

てることが少ないことを見出しており，極めて低年齢

時から生じている対人的志向性の低下が，その後の非

定型的な発達プロセスへと繋がっているものと推測さ

れる．

一方.ASDのもたらす各種の症状全体を‘社会的

機能を司る脳内領域のネットワークの不定型状態から

明らかにしようとする『ソーシャルプレイン』と呼ば

れる観点からの研究も盛んになっている．ソーシャル

プレインとは，人間が社会生活において必要となる

様々な対人的情報を処理するための認知的基盤とその

ネットワーキングの総称である．例えば他者の意図や

感情の認知・理解や注意の共有システムとしての視線

認知，身体運動の知覚のためのバイオロジカルモー

ション知覚などの社会的認知は，それを司る神経基盤

が脳の各領域に点在しているが，それぞれの領域の活

動は有機的に連動しており，総体として働くようにシ

ステム化されている．菊池(2010)は.ASDの示す

各種の社会的認知の困難をソーシャルプレインという

観点から傭脈することで.ASDの発症メカニズムを

描き出すことを提案している．すなわちASDの対人

関係障害は行動レベルにおいても実に広範囲に認めら

れており，発達初期における共同注意の不成立という

現象から，心の理論の獲得困難といった認知的に高次

のレベルにおいても示される．また各種の発達的コン

ピテンスにおいても感情理解や意図理解，あるいは模

倣といった様々な社会的認知の領域においても特異的

な困難を示すことが知られている．したがって一つの

社会的認知の領域にASDの一次的障害の原因を帰属

させることは難しく，むしろ広範囲に連結された社会
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